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は
じ
め
に

　

萩
原
朔
太
郎
は
、『
月
に
吠
え
る
』（
一
九
一
七
年
二
月
・
感
情
詩
社
、
白
日

社
出
版
部
）
の
主
た
る
詩
篇
を
制
作
・
発
表
し
た
一
九
一
四
〜
五
年
初
頭
の

『
月
に
吠
え
る
』
前
期
に
）
1
（

、「
愛
国
詩
論
」
と
題
し
た
未
発
表
の
詩
論
を
執
筆
し

た
。『
月
に
吠
え
る
』
冒
頭
章
「
竹
と
そ
の
哀
傷
」
に
収
録
さ
れ
た
作
品
群
の

草
稿
資
料
と
し
て
、「
浄
罪
詩
篇
ノ
オ
ト
」
と
称
さ
れ
た
未
発
表
ノ
ー
ト
が
、

二
冊
残
さ
れ
て
い
る
。
筑
摩
書
房
版
全
集
第
十
二
巻
（
一
九
七
七
年
十
月
）
に

は
、
執
筆
順
序
に
即
し
て
、「
ノ
ー
ト
一
・
二
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
愛

国
詩
論
」
は
、
そ
の
う
ち
「
ノ
ー
ト
二
」
に
残
さ
れ
て
お
り
、
初
出
時
「
大
正

四
年
元
旦
」
と
付
記
さ
れ
た
「
竹
」（『
詩
歌
』
第
五
巻
第
二
号
・
一
九
一
五
年

二
月
）
の
制
作
と
近
接
す
る
、
一
九
一
四
年
末
ご
ろ
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
）
2
（

。

こ
の
詩
論
は
、
竹
、
松
、
菊
と
い
っ
た
事
物
が
、「
象
徴
体
」
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
朔
太
郎
の
象
徴
詩
論
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
ま

た
そ
れ
ら
竹
等
の
「
象
徴
体
」
が
、「
竹
と
そ
の
哀
傷
」
章
の
諸
作
品
の
モ
チ
ー

フ
と
通
じ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
解
釈
す
る
た
め
に
参
照
さ
れ
て
き
た
。

は
や
く
に
久
保
忠
夫
が
、「「
愛
国
詩
論
」
一
篇
に
よ
っ
て
、
朔
太
郎
が
自
覚
的

な
象
徴
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
象
徴
詩

論
と
認
め
、
さ
ら
に
、「「
竹
と
そ
の
哀
傷
」
の
時
代
に
は
、「
天
上
縊
死
」・

「
竹
」・「
亀
」・「
榛
名
富
士
」・「
す
え
た
る
菊
」
の
諸
作
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

松
・
竹
・
富
士
・
菊
と
い
っ
た
日
本
的
な
形
象
が
、
詩
の
主
想
を
具
象
化
す
る

た
め
の
形
象
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
偶
然
の
結

果
で
は
な
く
し
て
、
意
識
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
「
愛
国

詩
論
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
」
と
、
作
品
の
参
照
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
た
）
3
（

。

こ
う
し
た
久
保
の
位
置
づ
け
は
後
続
の
研
究
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
安
藤
靖
彦

は
「
愛
国
詩
論
」
を
、「
草
稿
詩
篇
な
い
し
過
渡
期
の
詩
論
と
い
う
限
度
を
や

は
り
持
っ
て
い
る
」
と
し
て
、『
月
に
吠
え
る
』
制
作
期
の
朔
太
郎
の
詩
論
全

体
に
お
い
て
考
察
し
、「
朔
太
郎
の
、
白
秋
、
犀
星
を
離
れ
て
の
独
自
性
」
が

際
立
っ
て
く
る
「
一
道
標
」
だ
と
指
摘
し
た
）
4
（

。
近
年
に
は
木
股
知
史
が
、『
月

萩
原
朔
太
郎
「
愛
国
詩
論
」
の
芸
術
観

│
│ 『
月
に
吠
え
る
』
前
期
か
ら
詩
集
刊
行
前
後
の
検
討 

│
│

大
　
嶋
　
さ
や
か
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に
吠
え
る
』
の
二
篇
の
「
竹
」（
と
も
に
『
詩
歌
』
第
五
巻
第
二
号
・
一
九
一

五
年
二
月
初
出
）
を
、「
愛
国
詩
論
」
を
参
照
し
な
が
ら
読
解
し
て
い
る
）
5
（

。

　

本
稿
で
は
、「
愛
国
詩
論
」
を
、
同
時
期
の
朔
太
郎
の
実
作
や
詩
論
全
体
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
参
照
す
る
先
行
研
究
に
対
し
て
、「
愛
国
詩
論
」
を
中
心

と
し
て
朔
太
郎
の
芸
術
観
を
詳
細
に
考
察
し
、
こ
の
詩
論
の
意
義
を
見
直
し
た

い
。
従
来
の
研
究
で
は
、
坪
井
秀
人
が
、
作
品
の
参
照
資
料
と
し
て
で
は
な
く
、

「
愛
国
詩
論
」
単
独
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
坪
井
の
論
を
概

括
し
た
い
。

朔
太
郎
に
と
っ
て
「
愛
国
詩
論
」
は
、《
浄
罪
詩
篇
》
の
制
作
に
よ
る
規

範
的
伝
統
へ
の
意
義
申
し
立
て
を
お
こ
な
う
た
め
に
ど
う
し
て
も
く
ぐ
り

ぬ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
ひ
と
つ
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）「
愛
国
詩
論
」
で
う
た
わ
れ
た
富
士
や
松
竹
梅
、

国
土
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
礼
賛
が
そ
れ
を
母
胎
と
し
て
成
立
し
た
《
浄
罪

詩
篇
》
で
は
全
く
痕
を
と
ど
め
て
い
な
い
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。《
浄
罪
詩
篇
》
と
い
う
作
品
群
と
そ
の
生
成
の
母
胎
と
の
間
に

横
た
わ
る
断
絶
―
―
（
中
略
）「「
愛
国
詩
論
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、〈
伝
統
〉

と
い
う
も
の
の
桎
梏
が
な
ま
の
ま
ま
に
受
け
止
め
ら
れ
自
己
の
う
ち
に
構

築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
）
6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
坪
井
は
ま
ず
、「
愛
国
詩
論
」
を
伝
統
主
義
が
謳
わ
れ
た
詩
論

だ
と
し
、「
通
過
儀
礼
」
と
位
置
づ
け
て
実
作
と
の
断
絶
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
愛
国
詩
論
」
を
、
一
九
一
六
〜
八
年
の
詩
壇
に
お
け
る
神
秘
主
義
論

争
で
朔
太
郎
が
発
表
し
た
詩
論
「
現
詩
壇
の
神
秘
主
義
者
と
現
実
主
義
者
と
」

（『
早
稲
田
文
学
』
第
一
四
一
号
・
一
九
一
七
年
八
月
）
と
対
比
し
、
自
己
撞
着

を
指
摘
し
て
い
る
。
朔
太
郎
は
こ
の
論
文
で
三
木
露
風
、
白
鳥
省
吾
を
「
神
秘

主
義
者
」
の
詩
人
と
名
指
し
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。

彼
等
の
能
と
す
る
所
は
、
も
つ
ぱ
ら
花
鳥
風
月
山
川
草
木
の
類
を
詠
誦
し
、

ひ
た
す
ら
自
然
の
概
念
を
説
明
し
、
或
は
大
地
の
愛
と
い
ひ
或
は
造
化
の

秘
密
と
言
ふ
。

　

坪
井
は
右
の
記
述
に
言
及
し
て
、「
も
と
よ
り
大
正
六
年
に
お
け
る
こ
の
言

説
を
同
三
年
末
の
「
感
傷
詩
論
」「
愛
国
詩
論
」
と
同
列
に
論
ず
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は
、「
現
詩
壇
の
神
秘
主
義
者
と
象
徴
主
義

者
と
」
に
あ
る
〈
花
鳥
風
月
〉
へ
の
言
及
の
方
を
重
く
見
た
い
の
で
あ
る
」
と
、

朔
太
郎
が
「
花
鳥
風
月
」
や
「
自
然
」
の
礼
賛
を
批
判
し
た
点
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
し
て
「
愛
国
詩
論
」
の
伝
統
主
義
が
そ
れ
と
矛
盾
す
る
と
論
じ
て
、「
大

正
三
年
時
の
朔
太
郎
の
自
然
観
・
伝
統
観
は
説
明
の
困
難
な
撞
着
を
は
ら
ん
で

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
結
論
し
て
い
る
）
7
（

。
つ
ま
り
、
一
九
一
四
年
末

ご
ろ
執
筆
さ
れ
た
「
愛
国
詩
論
」
を
、『
月
に
吠
え
る
』
の
主
要
作
品
を
制
作

し
た
一
九
一
四
〜
五
年
初
頭
か
ら
、
詩
作
の
中
断
、
再
開
を
経
て
、
一
九
一
七

年
二
月
に
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
を
刊
行
し
重
要
な
詩
論
を
発
表
し
て
ゆ
く
過

程
で
出
現
し
た
、
一
過
性
の
特
異
な
言
説
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
「
愛
国
詩
論
」
の
内
実
を
検
討
す
る
に
は
、
坪
井
が
言
及
し
て
い
る

一
九
一
七
年
の
発
言
の
み
な
ら
ず
、「
愛
国
詩
論
」
の
執
筆
と
よ
り
近
接
す
る

一
九
一
五
年
三
〜
四
月
の
朔
太
郎
の
発
言
を
併
せ
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

朔
太
郎
は
、
一
九
一
五
年
三
月
二
三
日
付
北
原
白
秋
宛
書
簡
で
、「
日
本
人
の
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詩
及
び
感
想
一

脱
マ
マ

稿
し
ま
し
た
、
い
づ
れ
も
西
洋
詩
人
罵
倒
論
で
す
、
原
稿

用
紙
十
二
枚
位
（
評
論
）
Ａ
Ｒ
Ｓ
五
月
号
に
出
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
と

し
て
、「
日
本
人
の
詩
及
び
感
想
」
を
「
西
洋
詩
人
罵
倒
論
」
と
し
て
執
筆
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
表
し
た
「
愛
誦
詩
篇
に
就
て
」

（『
詩
歌
』
第
五
巻
第
四
号
・
一
九
一
五
年
四
月
）
で
も
、
次
の
よ
う
に
「
現
代

日
本
人
の
日
本
語
の
詩
篇
」
に
言
及
し
て
い
る
。

近
代
、
仏
蘭
西
あ
た
り
の
名
家
と
称
さ
る
も
の
、
い
づ
れ
も
驚
く
べ
き
ヂ

レ
ツ
タ
ン
ト
に
し
て
、
然
も
そ
の
詩
篇
の
概
念
を
は
な
れ
ず
、
そ
の
着
想

の
幼
稚
、
そ
の
観
念
の
浅
薄
な
る
到
底
我
々
の
詩
篇
と
比
較
す
べ
く
も
非

ず
候
。
往
昔
彼
等
に
よ
り
て
教
育
さ
れ
た
る
日
本
詩
人
は
今
や
彼
等
を
教

育
す
べ
き
時
代
と
相
成
り
申
し
候
。
／
然
れ
ば
小
生
の
愛
誦
詩
篇
と
申
す

も
の
、
斯
様
な
る
新
ら
し
き
現
代
日
本
人
の
日
本
語
の
詩
篇
に
御
座
候
。

　

久
保
忠
夫
は
こ
れ
ら
の
書
簡
や
詩
論
に
注
目
し
、「
こ
こ
で
朔
太
郎
は
、「
西

洋
ま
が
ひ
の
翻
案
詩
」（
中
略
）
を
し
り
ぞ
け
て
、「
現
代
日
本
人
の
日
本
語
の

詩
」
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
繰
り
返
し
強
調
し
よ
う

と
し
た
、
重
要
な
主
張
で
あ
る
）
8
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
久
保
は
、「
愛

国
詩
論
」
の
次
の
記
述
を
、
そ
の
「
重
要
な
主
張
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。

日
本
を
超
え
日
本
な
し
、
西
洋
美
し
と
い
え
ど
も
日
本
に
及
ば
ず
、
況
ん

や
日
本
の
詩
に
及
ば
ず
、
ヹ
ル
レ
ー
ヌ
、
マ
ラ
ル
メ
の
徒
さ
か
ん
な
り
と

雖
も
大
な
り
と
雖
も
、
か
つ
て
物
質
の
核
心
を
知
ら
ず
、
宇
宙
の
全
重
量

を
知
ら
ず
、
亀
を
し
ら
ず
、
つ
ひ
に
概
念
と
説
明
を
い
で
ざ
れ
ば
、
況
ん

や
新
人
萩
原
朔
太
郎
氏
を
つ
ゆ
だ
に
知
ら
ず
。

　

こ
の
よ
う
に
朔
太
郎
は
「
愛
国
詩
論
」
で
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
や
マ
ラ
ル
メ
を

批
判
す
る
形
で
「
日
本
の
詩
」
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
点
は
直
後
の
言
説
と

接
続
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
詩
集
の
主
要
作
品
を
制
作
し
た
一
九
一
四
〜
五
年

初
頭
の
『
月
に
吠
え
る
』
前
期
か
ら
、
一
九
一
七
年
二
月
に
詩
集
を
刊
行
し
重

要
な
詩
論
を
発
表
す
る
に
い
た
る
期
間
の
、
早
い
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
「
愛
国

詩
論
」
を
、
実
作
や
他
の
詩
論
と
断
絶
し
た
一
過
性
の
詩
論
と
し
て
位
置
づ
け

る
の
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、「
愛
国
詩
論
」
に
つ
い
て
、
他
の

詩
論
と
の
接
続
の
詳
細
を
分
析
し
な
が
ら
、
そ
の
意
義
を
改
め
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
稿
で
は
、「
愛
国
詩
論
」
の
特
徴
的
な
記
述
を
三
つ
取
り
上
げ
る
。
ま
ず

そ
れ
ら
の
思
想
性
を
検
証
し
て
、
さ
ら
に
相
互
比
較
し
て
考
察
す
る
。
以
上
の

考
察
か
ら
、
朔
太
郎
が
「
愛
国
詩
論
」
で
主
張
し
た
、「
日
本
の
詩
」
の
芸
術

観
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
富
士
の
表
現
と
自
然
崇
拝

　
「
愛
国
詩
論
」
を
考
察
す
る
た
め
の
重
要
な
観
点
と
し
て
、
北
原
白
秋
『
白

金
之
独
楽
』（
一
九
一
四
年
十
二
月
、
金
尾
文
淵
堂
）
の
影
響
を
ま
ず
検
討
し

た
い
。
白
秋
の
影
響
に
つ
い
て
、
渋
谷
国
忠
が
早
く
に
着
目
し
、
さ
ら
に
安
藤

靖
彦
が
、「
一
体
、
彼
が
「
愛
国
詩
論
」
で
賛
め
た
た
え
た
日
本
の
紋
章
、
松
・

竹
・
梅
・
亀
、
そ
し
て
富
士
の
霊
峰
な
ど
は
、
や
は
り
「
ノ
ー
ト
一
」
の
柳
な
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ど
と
と
も
に
、
白
秋
に
借
り
、
展
開
し
た
も
の
と
言
え
る
」
と
具
体
的
に
指
摘

し
て
い
る
）
9
（

。
本
稿
で
は
ま
ず
、「
愛
国
詩
論
」
の
、
白
秋
に
由
来
す
る
記
述
を

分
析
し
、
そ
の
思
想
性
を
考
察
し
た
い
。「
愛
国
詩
論
」
本
文
を
引
用
す
る
。

あ
ふ
げ
ば
不
二
の
高
峯
は
さ
ん
ら
ん
た
り
。
そ
の
頂
に
も
花
鳥
を
つ
け
し

め
、
更
に
粉
雪
を
し
て
ふ
ら
し
め
、
松
竹
天
に
あ
り
、
純
金
の
亀
は
麓
に

あ
り
。
こ
の
ご
ろ
白
秋
法
悦
し
、
も
は
ら
不
二
山
合
掌
体
な
る
光
景
も
や

ん
ご
と
な
き
。
／
あ
あ
う
ら
ら
か
な
る
哉
日
本
国
、
／
蒼
天
あ
ら
は
れ
、

／
蒼
天
ひ
ろ
ご
り
、
／
海
原
遠
く
は
て
し
な
く
、
／
浪
々
空
に
さ
え
わ
た

り
、（
以
下
略
）

　
「
粉
雪
」
が
降
る
「
不
二
の
高
峯
」
を
中
心
に
、
天
に
「
松
竹
」
を
、
麓
に
「
純

金
の
亀
」
を
取
り
合
わ
せ
た
情
景
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
渋
谷
国
忠
は
次

の
よ
う
に
そ
の
思
想
性
を
論
じ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
朔
太
郎
詩
の
亀
と
か
竹
と
か
松
（
詩
「
松
葉
に
光
る
」「
天

上
縊
死
」）
と
か
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
、
そ
の
発
端
の
次
元
に
は
、
伝
統
的

な
「
松
竹
梅
」
や
「
鶴
亀
」
や
「
不
二
山
」
な
ど
が
現
わ
す
よ
う
な
意
識

が
あ
つ
た
こ
と
、（
中
略
）
そ
う
い
う
日
本
の
精
神
的
な
風
土
を
ふ
ま
え

た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
）
10
（

。

　

し
か
し
、
渋
谷
が
い
う
「
伝
統
的
」
な
意
識
、「
日
本
の
精
神
的
な
風
土
」

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
愛
国
詩
論
」
の
、「
こ
の
ご
ろ
白
秋
法
悦
し
、
も
は
ら
不
二
山
合
掌
体
な
る
光

景
も
や
ん
ご
と
な
き
」
と
い
う
一
節
か
ら
、
こ
の
詩
論
の
「
伝
統
的
」
な
形
象

は
、
安
藤
前
掲
論
の
指
摘
通
り
、
白
秋
か
ら
摂
取
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
白

秋
『
白
金
之
独
楽
』
か
ら
、「
愛
国
詩
論
」
と
類
似
す
る
作
品
を
挙
げ
た
い
）
11
（

。

ま
ず
巻
頭
の
「
序
品
」
を
引
用
す
る
。

ワ
レ
イ
マ
法
悦
ノ
カ
ギ
リ
ヲ
受
ク
、
苦
シ
ミ
ハ
人
間
ヲ
耀
カ
シ
ム
、
空
ヲ

仰
ゲ
バ
魚
天
界
ヲ
飛
ビ
、
山
上
ニ
白
金
ノ
耶
蘇
豆
ノ
如
シ
。
大
海
ノ
ハ
テ

ニ
煙
消
エ
ズ
、
地
上
ニ
鳩
白
日
交
歓
ノ
礼
ヲ
成
ス
。
林
檎
ハ
ジ
メ
テ
音
シ
、

水
ハ
常
ニ
流
レ
テ
真
実
一
路
ノ
心
ヲ
ア
ヤ
マ
ラ
ズ
。
麗
ラ
カ
ナ
ル
カ
ナ
、

十
方
法
界
。

　

他
の
作
品
で
は
、「
麗
ラ
カ
ヤ
、
／
見
ワ
タ
セ
バ
帆
カ
ケ
舟
、
／
玲
瓏
ト
不

二
ノ
峯
。」（「
麗
日
展
望
」）
や
、「
不
二
ノ
雪
天
ニ
光
リ
、
／
十
方
ニ
愁
ヲ
放
ツ
。

／
不
二
ノ
雪
水
ニ
ウ
ツ
リ
、
／
白
金
、
／
水
ノ
ナ
ガ
レ
ニ
消
エ
ズ
。
／
／
ア
ナ
、

カ
シ
コ
、
／
ソ
ノ
間
ヲ
、
真
実
一
路
ノ
巡
礼
、
／
舟
ニ
ノ
リ
遠
ク
消
エ
ユ
ク
。」

（「
天
ノ
雪
」）、「（
前
略
）
思
ヒ
キ
ヤ
、
一
天
晴
レ
テ
／
不
二
ノ
雪
額
ニ
光
リ
、

／
ソ
ノ
雪
ハ
、
海
ニ
モ
消
エ
ズ
。（
後
略
）」（「
峠
」）
や
、「
一
心
玲
瓏
／
不
二

ノ
山
。
／
／
桶
屋
箍
ウ
ツ
桶
ノ
中
ニ
／
白
金
玲
瓏
／
天
ノ
雪
。」（「
北
斎
」）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
文
章
や
作
品
は
、
雪
の
降
る
富
士
が
天
に
そ
び
え
る

よ
う
な
風
景
を
描
い
て
い
る
点
に
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
者
に
お

け
る
「
伝
統
的
」
な
意
識
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
特
に
富
士
の
表
現
を
考
察

す
る
の
が
最
適
と
考
え
ら
れ
る
。

　

従
来
の
研
究
で
、
坪
井
前
掲
論
も
、「
愛
国
詩
論
」
に
お
け
る
「
伝
統
的
」

な
意
識
の
内
実
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
不
可
避
の
課
題
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
個
人
の
思
想
が
取
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
時
代
思
潮
と
の
対
峙
」、
す
な
わ
ち



萩
原
朔
太
郎
「
愛
国
詩
論
」
の
芸
術
観

（269）1076

同
時
代
言
説
と
の
対
応
を
最
も
重
要
な
観
点
と
し
て
設
定
し
、「
明
治
末
期
か

ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
貫
流
し
た
、
風
景
論
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
癒
着
現

象
（
景
観
論
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
が
こ
の
「
愛
国
詩
論
」
に
も
影
を
落
と
し
て

い
る
」
と
仮
定
し
て
考
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
愛
国
詩
論
」
の
富
士
の
表
現

に
注
目
し
、「
朔
太
郎
の
富
士
讃
仰
が
白
秋
の
調
和
的
な
そ
れ
を
飛
び
越
え
て
、

よ
り
直
截
に
景
観
論
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
触
れ
あ
う
も
の
を
は
ら
ん
で
い
た
」

と
し
て
、
朔
太
郎
の
表
現
と
同
時
代
言
説
と
の
接
続
を
指
摘
し
て
い
る
）
12
（

。
だ
が

本
稿
で
は
、「
愛
国
詩
論
」
の
伝
統
主
義
の
内
実
を
考
察
す
る
た
め
に
、「
伝
統

的
」
な
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
通
時
的
な
接
続
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
進
め

る
。
ま
ず
、
平
安
期
の
詩
人
、
都
良
香
（
八
三
四
〜
八
七
九
年
）
が
書
い
た
漢

文
「
富
士
山
記
」（『
本
朝
文
粋
』﹇
巻
第
十
二
、
記
﹈
収
録
）
を
参
照
し
た
い
）
13
（

。

富
士
山
者
。
在
駿
河
国
。
峯
如
削
成
。
直
聳
屬
天
。（
中
略
）
行
旅
之
人
。

経
歴
数
日
。
乃
過
其
下
。
去
之
顧
望
。
猶
在
山
下
。
蓋
神
仙
之
所
遊
萃
也
。

　

右
に
引
用
し
た
箇
所
で
は
、
天
に
そ
び
え
る
「
神
仙
の
遊
萃
す
る
所
」
と
し

て
、
富
士
山
に
言
及
し
て
い
る
。
続
け
て
、
富
士
の
山
頂
の
情
景
を
具
体
的
に

描
い
た
箇
所
を
引
用
す
る
。

山
名
富
士
。
取
郡
名
也
。
山
有
神
。
名
浅
間
大
神
。
此
山
高
。
極
雲
表
。

不
知
幾
丈
。
頂
上
有
平
地
。
広
一
許
里
。
其
頂
中
央
窪
下
。
体
如
炊
甑
。

甑
底
有
池
。
池
中
有
大
石
。
石
体
驚
奇
。
宛
如
蹲
虎
。
其
中
甑
中
。
常
有

気
蒸
出
。
其
色
純
青
。
窺
其
甑
底
。
如
湯
沸
騰
。
其
在
遠
望
。
常
見
煙
火
。

亦
其
頂
上
。
匝
池
生
竹
。
青
紺
柔
懦
。
宿
雪
春
夏
不
消
。

　

富
士
と
い
う
名
の
山
に
は
神
が
お
り
、
不
可
測
な
ほ
ど
に
標
高
が
高
い
。
山

頂
の
平
地
の
中
央
に
窪
み
が
あ
り
池
が
あ
る
。
山
を
遠
望
す
る
と
常
に
煙
火
が

見
え
る
。
竹
が
池
の
周
囲
に
生
え
、
春
夏
も
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
崇
高
な
神

仙
境
と
し
て
富
士
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
天
に
そ
び
え
雪
が
積
も
る
富

士
の
情
景
は
、
朔
太
郎
「
愛
国
詩
論
」
や
白
秋
の
富
士
の
表
現
と
明
ら
か
に
通

じ
て
い
よ
う
。
こ
う
し
た
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
内
包
す
る
思
想
に
つ
い
て
、
都

良
香
「
富
士
山
記
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
し
た
い
。

　

都
美
香
「
富
士
山
記
」
は
、
延
暦
二
一
年
の
富
士
の
噴
火
を
描
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。「
富
士
山
記
」
本
文
に
は
、「
延
暦
廿
一
年
三
月
。
雲
霧
晦

冥
。
十
日
而
後
成
山
。
蓋
神
造
也
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
富
士

山
記
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
』
一
九
六
四
年
六
月
、
岩
波
書
店
）
の
頭

注
二
九
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
日
本
紀
略
」
の
延
暦
二
一
年
一
月
八

日
の
条
「
是
日
。
勅
。
駿
河
相
摸
国
言
、
駿
河
国
富
士
山
。
昼
夜
胡
烜
燎
。
砂

礫
如
霰
者
。」
と
い
う
記
録
に
一
致
し
て
い
る
）
14
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。
柳
田
國
男
は
、
富
士
の
噴
火

に
材
を
得
た
「
富
士
山
記
」
の
記
述
を
、
富
士
の
信
仰
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

右
の
「
富
士
山
記
」
の
珍
ら
し
く
詳
細
な
記
事
を
、
文
字
通
り
に
事
実
と

し
て
受
入
れ
得
ず
に
、
改
め
て
問
題
と
す
る
に
は
一
つ
の
理
由
が
あ
る
。

此
記
の
作
者
都
良
香
は
、
元
慶
三
年
に
四
十
六
歳
で
歿
し
た
人
で
あ
る
。

さ
う
し
て
我
邦
の
永
い
歴
史
を
通
じ
て
、
ち
や
う
ど
此
人
の
生
き
て
働
い

て
居
た
時
代
ほ
ど
、
富
士
山
の
噴
火
が
激
烈
で
あ
つ
た
こ
と
は
他
に
無
い

の
で
あ
る
。
／
（
中
略
）
／
富
士
は
最
近
二
三
十
年
の
前
ま
で
は
、
可
な

り
厳
峻
な
る
一
定
の
条
件
を
履
ん
だ
者
で
無
け
れ
ば
、
登
つ
て
行
く
こ
と
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が
出
来
ぬ
山
で
あ
つ
た
。
し
か
も
其
道
者
が
先
達
に
誘
は
れ
て
、
群
を
為

し
て
登
つ
た
の
も
富
士
講
以
降
の
こ
と
で
、
も
う
一
つ
前
に
な
る
と
代
願

代
参
、
即
ち
限
ら
れ
た
る
特
殊
の
宗
教
家
に
、
身
に
代
つ
て
精
進
さ
へ
し

て
貰
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
普
通
は
高
い
杖
を
つ
き
、
一
枚
歯

の
足
駄
な
ど
を
は
き
、
雲
を
踏
ん
で
上
下
し
た
如
く
伝
へ
ら
れ
て
居
る
が
、

或
は
又
北
亜
細
亜
の
巫
覡
と
同
じ
く
、
我
体
は
爰
に
置
い
て
、
心
の
み
自

由
に
彼
山
に
往
来
す
る
こ
と
を
、
一
種
の
登
山
と
認
め
て
居
た
か
も
知
れ

ぬ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
斯
う
い
ふ
人
々
の
幻
覚
は
、
語
ら
れ
又
信
じ
ら

れ
た
。
そ
の
信
仰
の
支
持
が
あ
る
限
り
、
是
を
個
人
の
私
の
事
実
と
は
見

る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
）
15
（

。

　

宮
田
登
は
、
こ
う
し
た
柳
田
の
考
察
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
柳
田
は
、
都
良
香
の
描
く
富
士
山
頂
の
幻
想
譚
は
、
当
時

の
巫
祝
た
ち
の
共
同
幻
覚
を
ベ
ー
ス
に
し
て
記
述
さ
れ
た
と
み
て
い
る
の

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
山
頂
で
あ
た
か
も
実
見
し
た
よ
う
に
語
る
シ
ャ
ー
マ

ン
が
、
そ
の
霊
魂
を
宙
天
に
と
ば
し
、
山
頂
の
情
景
を
映
し
だ
し
た
の
が
、

そ
れ
を
聞
か
さ
れ
た
信
者
た
ち
に
は
信
仰
的
事
実
と
し
て
了
解
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
）
16
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。

　

都
良
香
「
富
士
山
記
」
の
、
天
に
そ
び
え
雪
が
積
も
っ
た
神
仙
境
と
し
て
の

富
士
の
情
景
は
、
信
仰
上
の
「
共
同
幻
覚
」（
宮
田
、
同
前
）
と
し
て
理
解
で

き
る
。
朔
太
郎
や
白
秋
の
富
士
の
表
現
も
、
そ
う
し
た
「
信
仰
的
事
実
」（
宮
田
、

同
前
）
と
し
て
共
有
さ
れ
た
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
と
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ら
ば
こ
こ
で
、
富
士
を
崇
高
な
神
仙
境
と
す
る
信
仰
の
根
本
を
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
宮
田
登
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
神
信
仰
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

自
然
物
と
の
関
わ
り
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

さ
て
日
本
人
の
神
信
仰
は
、
伝
統
的
な
民
俗
宗
教
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

日
本
人
の
神
は
民
俗
宗
教
を
基
盤
に
し
て
成
立
し
て
い
る
。
ま
ず
自
然
崇

拝
の
対
象
で
あ
る
山
、
川
、
水
、
石
な
ど
の
自
然
物
が
人
の
眼
か
ら
み
て

畏
怖
の
対
象
と
な
り
神
化
す
る
）
17
（

。

　

宮
田
登
は
、「
日
本
人
の
神
信
仰
」
の
基
盤
で
あ
る
「
伝
統
的
な
民
俗
宗
教
」

に
は
山
な
ど
の
自
然
物
を
畏
怖
す
る
自
然
崇
拝
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
富
士
山
記
」
の
富
士
の
情
景
を
、
信
仰
上
で
共
有
さ
れ
た
幻
想
と
し
て
の
富

士
だ
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
民
俗
宗
教
に
お
け
る
神
と
し
て
の
自
然
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
朔
太
郎
「
愛
国
詩
論
」
の
「
こ
の
ご
ろ
白
秋
法
悦
し
、
も

は
ら
不
二
山
合
掌
躰
な
る
光
景
も
や
ん
ご
と
な
き
」
と
い
う
記
述
に
は
、
富
士

を
神
聖
な
も
の
と
し
て
人
間
が
敬
う
構
図
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

し
た
構
図
と
、「
富
士
山
記
」
と
非
常
に
類
似
す
る
富
士
の
表
現
を
併
せ
れ
ば
、

朔
太
郎
「
愛
国
詩
論
」
や
白
秋
『
白
金
之
独
楽
』
の
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日

本
の
伝
統
的
な
神
、
自
然
崇
拝
の
対
象
と
し
て
の
山
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
両
者
の
富
士
の
表
現
は
、
自
然
崇
拝
と
い
う
日
本
の
民
俗
宗
教
の

あ
り
か
た
を
反
映
し
た
、「
伝
統
的
」
な
イ
メ
ー
ジ
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
自
然
崇
拝
の
思
想
が
、
白
秋
の
場
合
、
実
作
の
本
質
と
通
じ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
典
型
と
し
て
、『
白
金
之
独
楽
』
の
作
品
「
薔
薇
」（
詩
集
初

出
）
を
引
用
し
よ
う
。

薔
薇
ノ
木
ニ
／
薔
薇
ノ
花
サ
ク
。
／
ナ
ニ
ゴ
ト
ノ
不
思
議
ナ
ケ
レ
ド
。
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薔
薇
と
そ
れ
を
見
つ
め
る
人
間
と
い
う
構
図
の
作
品
で
あ
る
。
河
村
政
敏
は
、

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
か
ら
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

今
ま
で
は
自
己
と
の
対
応
に
よ
っ
て
も
の
0

0

の
外
面
的
な
印
象
が
借
り
ら
れ

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
と
き
か
ら
も
の
0

0

そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
内
面

的
な
生
命
感
に
眼
が
向
け
ら
れ
る
。（
中
略
）
自
然
は
も
は
や
単
な
る
感

覚
で
は
な
い
。
む
し
ろ
人
間
存
在
を
超
え
た
、
そ
れ
自
身
意
志
を
有
す
る

普
遍
的
な
生
命
体
と
し
て
た
ち
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
洋
古
来
の
、

汎
神
論
的
な
自
然
観
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
）
18
（

。

　

人
間
を
超
え
た
自
然
の
生
命
が
詩
の
主
体
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の
自
己
は
、

自
然
の
生
命
を
神
秘
な
も
の
と
し
て
感
受
す
る
役
割
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
指
摘

で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
人
間
の
主
観
の
表
現
で
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

第
一
節
の
考
察
を
概
括
し
た
い
。
朔
太
郎
「
愛
国
詩
論
」
と
白
秋
『
白
金
之

独
楽
』
の
富
士
の
表
現
に
は
、
伝
統
的
な
自
然
崇
拝
の
思
想
が
反
映
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
白
秋
に
お
い
て
は
、
河
村
政
敏
が
「
東
洋
古
来
の
、

汎
神
論
的
な
自
然
観
」（
前
掲
）
を
指
摘
す
る
通
り
、
こ
う
し
た
自
然
崇
拝
の

思
想
が
『
白
金
之
独
楽
』
の
作
品
の
思
想
的
基
盤
と
い
え
よ
う
。

二
、
竹
の
根
の
表
現
と
近
代
象
徴
主
義

　

次
に
、「
愛
国
詩
論
」
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
天
に
そ
び
え
る
富
士
の
表

現
と
は
対
照
的
な
、
地
下
の
表
現
が
含
ま
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
該
当
箇
所

を
引
用
し
よ
う
。

竹
の
根
は
ま
つ
し
ぐ
ら
に
地
下
に
垂
直
す
。
そ
の
根
は
け
ぶ
る
迷
走
神
経
、

く
ら
き
底
に
も
け
ぶ
れ
る
も
の
を
、
あ
あ
わ
れ
ら
哀
し
み
き
は
ま
り
、
細

き
さ
び
し
き
竹
の
根
の
、
繊
毛
に
う
ち
ふ
る
へ
、
う
ち
ふ
る
へ
、
涙
を
な

が
し
。

　

地
下
の
竹
の
根
が
「
迷
走
神
経
」
に
喩
え
ら
れ
て
お
り
、
細
く
弱
い
根
か
ら

派
生
す
る
繊
毛
に
、
涙
を
流
し
て
哀
し
む
感
情
の
震
え
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
神
経
の
繊
弱
さ
は
、
同
時
代
の
象
徴
主
義
の
一
般
的
特
徴
と
い
え
る
。

一
九
一
二
年
六
月
三
日
付
萩
原
栄
次
宛
書
簡
の
、「
厨
川
白
村
「
近
代
文
学
十

講
」
は
近
代
思
想
や
文
学
の
性
質
を
知
る
た
め
に
好
都
合
の
書
物
で
す
、
私
は

読
ん
で
益
す
る
處
が
多
か
つ
た
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
朔
太
郎
が
読
書
を
通
じ

て
近
代
文
学
の
象
徴
主
義
に
接
触
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
書
簡
で
言

及
し
て
い
る
厨
川
白
村
『
近
代
文
学
十
講
』（
一
九
一
二
年
三
月
、
大
日
本
図

書
）
に
象
徴
主
義
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
阿
毛
久
芳
が
「「
文
学
の
性
質
」
を
知

る
上
で
、
朔
太
郎
に
と
っ
て
暗
示
的
で
あ
っ
た
の
は
、『
近
代
文
学
十
講
』
の

象
徴
詩
の
説
明
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
）
19
（

、
同
書
で
は
次

の
よ
う
に
象
徴
主
義
を
定
義
し
て
い
る
）
20
（

。

以
上
述
べ
た
神
秘
的
傾
向
は
、
近
代
人
の
神
経
過
敏
の
病
的
現
象
と
相
結

む
で
、
こ
こ
に
輓
近
文
芸
に
特
有
な
る
一
新
体
を
生
ず
る
に
至
つ
た
。
そ

れ
が
即
ち
象
徴
主
義
で
あ
る
。
第
十
講
「
非
物
質
主
義
の
文
芸
」、
三
「
象

徴
主
義
」、
五
五
〇
頁

　

さ
ら
に
、「
近
代
人
の
神
経
過
敏
の
病
的
現
象
」
と
象
徴
主
義
の
文
学
と
の
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密
接
な
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

た
と
へ
ば
或
る
色
と
か
音
と
か
に
よ
つ
て
官
能
の
一
部
を
刺
激
さ
れ
る
と
、

そ
れ
が
神
経
中
枢
に
影
響
し
、
波
動
は
更
に
全
体
に
伝
は
つ
て
、
こ
こ
に

気
分
と
か
情
調
と
か
い
ふ
も
の
を
形
造
る
。
と
こ
ろ
が
近
代
の
神
経
過
敏

な
人
の
場
合
に
於
て
は
、
外
界
の
印
象
に
応
ず
る
官
能
の
作
用
が
特
に
鋭

敏
な
だ
け
此
情
調
が
極
め
て
複
雑
に
強
く
あ
ら
は
れ
る
。
だ
か
ら
此
感
覚

を
通
ほ
し
て
深
く
奥
ま
つ
た
精
神
生
活
の
内
部
を
さ
ぐ
ら
う
と
す
る
の
が
、

新
し
い
象
徴
主
義
の
文
芸
で
あ
る
。
同
前
、
五
五
九
頁

　
「
神
秘
的
傾
向
」
と
「
近
代
人
の
神
経
過
敏
」
が
結
び
つ
い
て
成
立
し
た
「
新

し
い
象
徴
主
義
の
文
芸
」
で
は
、
外
界
の
刺
激
を
受
け
る
と
、「
神
経
中
枢
」

を
通
じ
て
「
気
分
と
か
情
調
と
か
い
ふ
も
の
」
が
「
極
め
て
複
雑
に
強
く
」
あ

ら
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
鋭
敏
な
官
能
を
通
じ
て
「
精
神
生
活
の
内
部
」
を
探

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
過
敏
な
感
覚
と
複
雑
な
「
気
分
と
か
情
調
」
に
主
体

の
根
拠
を
お
き
、
心
の
内
奥
を
追
究
す
る
文
学
が
、
神
秘
主
義
と
結
び
つ
い
た

近
代
象
徴
主
義
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
近
代
象
徴
主
義
の
説
明
が
、
朔
太
郎
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い

る
か
、「
愛
国
詩
論
」
の
執
筆
と
近
接
す
る
一
九
一
五
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た

論
文
「
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
」（『
詩
歌
』
第
五
巻
第
五
号
・
一
九
一
五

年
五
月
）
の
詩
作
に
つ
い
て
の
説
明
を
参
照
し
た
い
。

五
官
を
極
度
に
洗
練
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
人
は
さ
ま
ざ
ま
の
奇
蹟
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
や
う
に
成
る
。
／
／
（
中
略
）
／
／
詩
と
は
五
官
及
び
感

情
の
上
に
立
つ
空
間
の
科
学
で
あ
る
。
／
／
（
中
略
）
／
／
私
は
私
の
驚

く
べ
き
神
経
のT
rem
olo

か
ら
色
色
な
奇
蹟
を
見
る
。
そ
の
奇
蹟
が
私

を
悲
し
ま
せ
る
。

　

こ
こ
で
朔
太
郎
は
、
詩
の
根
拠
を
五
官
と
感
情
に
求
め
て
い
る
。
顫
動
す
る

「
神
経
」
の
主
体
は
、
感
覚
の
主
体
と
し
て
「
奇
蹟
を
見
る
」
の
で
あ
り
、
ま

た
感
情
の
主
体
と
し
て
悲
哀
に
陥
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
近
代
象
徴
主
義
の
特
徴
お
よ
び
朔
太
郎
の
説
明
を
踏
ま
え
れ
ば
、

「
愛
国
詩
論
」
の
、「
竹
の
根
」
に
喩
え
ら
れ
た
「
迷
走
神
経
」
が
、「
く
ら
き

底
に
も
け
ぶ
れ
る
」
と
い
う
表
現
は
、「
神
経
」
が
「
深
く
奥
ま
つ
た
精
神
生

活
の
内
部
」（
厨
川
、
前
掲
）
を
探
る
さ
ま
で
あ
り
、「
あ
あ
わ
れ
ら
哀
し
み
き

は
ま
り
、
細
き
さ
び
し
き
竹
の
根
の
、
繊
毛
に
う
ち
ふ
る
へ
、
う
ち
ふ
る
へ
、

涙
を
な
が
し
」
と
い
う
、
細
か
に
け
ぶ
る
竹
の
根
の
繊
毛
に
、
強
い
悲
哀
感
を

投
影
す
る
表
現
は
、「
官
能
の
作
用
が
特
に
鋭
敏
な
だ
け
此
情
調
が
き
わ
め
て

複
雑
に
強
く
あ
ら
は
れ
る
」（
厨
川
、
前
掲
）
こ
と
の
表
現
だ
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
愛
国
詩
論
」
の
地
下
の
竹
の
根
の
表
現
は
、
近
代
象
徴
主
義

の
主
体
の
特
徴
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
朔
太
郎
が
五
官
と
感
情
を
詩
の

根
拠
と
し
て
主
張
し
た
、
同
時
期
の
他
の
詩
論
と
対
応
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
愛
国
詩
論
」
に
は
、
前
節
で
考
察
し
た
自
然
崇
拝
と
、
神
秘
主
義

と
結
び
つ
い
た
近
代
象
徴
主
義
と
い
う
、
異
な
る
思
想
的
基
盤
を
も
つ
二
つ
の

要
素
が
併
存
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
を
具
体
的
な
作
品
か
ら
考
察
す
る
。

『
月
に
吠
え
る
』「
見
知
ら
ぬ
犬
」
章
の
作
品
「
田
舎
を
恐
る
」（『
感
情
』
第
二

巻
第
一
号
・
一
九
一
七
年
一
月
「
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
ヨ
リ
」
と
付
記
さ
れ

て
掲
載
）
を
取
り
挙
げ
た
い
。
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私
は
田
舎
を
お
そ
れ
る
、
／
田
舎
の
人
気
の
な
い
水
田
の
中
に
ふ
る
へ
て
、

／
ほ
そ
な
が
く
の
び
る
苗
の
列
を
お
そ
れ
る
。
／
く
ら
い
家
屋
の
中
に
住

む
ま
づ
し
い
人
間
の
む
れ
を
お
そ
れ
る
。
／
田
舎
の
あ
ぜ
み
ち
に
坐
つ
て

ゐ
る
と
、
／
お
ほ
な
み
の
や
う
な
土
壌
の
重
み
が
、
わ
た
し
の
心
を
く
ら

く
す
る
、
／
土
壌
の
く
さ
つ
た
に
ほ
ひ
が
私
の
皮
膚
を
く
ろ
ず
ま
せ
る
、

／
冬
枯
れ
の
さ
び
し
い
自
然
が
私
の
生
活
を
く
る
し
く
す
る
。
／
／
田
舎

の
空
気
は
陰
鬱
で
重
く
る
し
い
、
／
田
舎
の
手
触
り
は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
気

も
ち
が
わ
る
い
、
／
わ
た
し
は
と
き
ど
き
田
舎
を
思
ふ
と
、
／
き
め
の
あ

ら
い
動
物
の
皮
膚
の
に
ほ
ひ
に
悩
ま
さ
れ
る
。
／
わ
た
し
は
田
舎
を
お
そ

れ
る
、
／
田
舎
は
熱
病
の
青
じ
ろ
い
夢
で
あ
る
。

　
「
田
舎
の
空
気
」「
さ
び
し
い
自
然
」
が
重
量
や
臭
気
や
触
感
と
し
て
感
受
さ

れ
、「
心
を
く
ら
く
す
る
」「
皮
膚
を
く
ろ
ず
ま
せ
る
」「
生
活
を
く
る
し
く
す

る
」「
気
も
ち
が
わ
る
い
」
と
い
う
「
わ
た
し
」
の
感
情
が
表
現
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
過
敏
な
「
神
経
」
で
自
然
と
接
触
し
て
嫌
悪
や
苦
悩
に
陥
っ
て
い
る
、

感
覚
と
感
情
の
主
体
の
表
現
と
い
え
よ
う
。
こ
の
作
品
に
は
、
近
代
象
徴
主
義

の
典
型
的
な
主
体
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
人
間
の
主
観
が
詩
の
主
体
で
あ
る

点
は
、
第
一
節
で
み
た
白
秋
の
作
品
の
、
自
然
崇
拝
の
思
想
に
基
づ
く
自
然
の

生
命
を
主
体
と
す
る
表
現
と
は
異
な
る
。
だ
が
こ
の
作
品
の
感
覚
と
感
情
の
主

体
は
、
自
然
を
恐
れ
る
無
力
な
人
間
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
、

近
代
象
徴
主
義
に
お
け
る
人
間
と
自
然
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
し
つ
つ
、

「
愛
国
詩
論
」
の
内
実
を
追
究
し
た
い
。

三
、
近
代
的
表
現
主
体
と
ニ
ー
チ
ェ
の
個
人
主
義

　

こ
こ
で
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
、
後
の
詩
論
と
接
続
し
た
と

推
定
さ
れ
る
「
愛
国
詩
論
」
の
「
日
本
の
詩
」
の
主
張
を
考
察
し
た
い
。
再
度
、

該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

日
本
を
超
え
日
本
な
し
、
西
洋
美
し
と
い
へ
ど
も
日
本
に
及
ば
ず
、
況
ん

や
日
本
の
詩
に
及
ば
ず
、
ヹ
ル
レ
ー
ヌ
、
マ
ラ
ル
メ
の
徒
さ
か
ん
な
り
と

雖
も
大
な
り
と
雖
も
、
か
つ
て
物
質
の
核
心
を
知
ら
ず
、
宇
宙
の
全
重
量

を
知
ら
ず
、
亀
を
し
ら
ず
、
つ
ひ
に
概
念
と
説
明
を
い
で
ざ
れ
ば
、
況
ん

や
新
人
萩
原
朔
太
郎
氏
を
つ
ゆ
だ
に
知
ら
ず
。

　

こ
の
記
述
は
、「
概
念
と
説
明
」
に
過
ぎ
な
い
西
洋
の
詩
に
優
越
す
る
、「
日

本
の
詩
」
の
詩
人
で
あ
る
「
新
人
萩
原
朔
太
郎
氏
」
と
し
て
自
己
主
張
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、
久
保
前
掲
論
は
「「
仏
蘭
西
あ
た

り
の
名
家
と
称
さ
れ
る
も
の
」
の
詩
は
「
概
念
を
は
な
れ
」
る
こ
と
が
出
来
な

い
。（
中
略
）「
愛
国
詩
論
」
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
、「
つ
い
に
概
念
と
説
明
を

い
で
ざ
」
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
朔
太
郎
ら
の
詩
は
、「
自
身
の

実
感
を
」「
自
身
の
リ
ズ
ム
に
盛
り
あ
ぐ
る
」
て
い
の
詩
で
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
）
21
（

。
つ
ま
り
、
朔
太
郎
が
「
愛
国
詩
論
」
で
主
張
し
た
「
日
本
の
詩
」
は
、

「
概
念
と
説
明
」
を
排
す
る
点
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
概
括
し
た
通
り
、
坪
井
前
掲
論
は
、「
愛
国
詩
論
」

と
、
朔
太
郎
が
神
秘
主
義
論
争
で
発
表
し
た
詩
論
「
現
詩
壇
の
神
秘
主
義
者
と
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現
実
主
義
者
と
」（
前
掲
）
を
、
相
互
矛
盾
す
る
言
説
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

だ
が
、
坪
井
も
特
に
重
視
し
て
い
る
箇
所
だ
が
、
こ
の
論
文
の
三
木
露
風
等
の

象
徴
詩
を
批
判
す
る
文
脈
で
、「
花
鳥
風
月
山
川
草
木
の
類
を
詠
誦
し
、
ひ
た

す
ら
自
然
の
概
念
を
説
明
」（「
は
じ
め
に
」
で
も
引
用
）
す
る
こ
と
を
難
じ
て

い
る
点
は
、「
愛
国
詩
論
」
の
「
概
念
と
説
明
」
を
排
す
る
主
張
と
む
し
ろ
通

じ
る
だ
ろ
う
。そ
こ
で
、こ
の
論
文
を
参
照
す
る
こ
と
で
、「
愛
国
詩
論
」
の
「
日

本
の
詩
」
の
思
想
性
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
露
風
な
ど
を
神
秘
主
義
と
し
て
批

判
し
た
記
述
を
引
用
す
る
。

然
る
に
此
の
世
に
は
多
く
の
神
秘
論
者
と
か
神
秘
主
義
者
と
か
い
ふ
も
の

が
居
る
。
／
彼
等
は
不
可
思
議
を
不
可
思
議
と
し
て
讃
嘆
し
た
り
驚
異
し

た
り
す
る
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
不
可
思
議
を
不
可
思
議
で
な
く
す
る
た
め

の
意
志
を
も
た
な
い
。

　

朔
太
郎
が
「
自
然
の
概
念
を
説
明
」
す
る
こ
と
を
斥
け
た
の
は
、
そ
こ
に
、

神
秘
を
解
明
す
る
意
志
の
欠
如
を
見
出
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
朔
太

郎
自
身
の
詩
作
を
説
明
し
た
記
述
を
引
用
す
る
。

「
汝
は
何
物
ぞ
」
／
「
神
秘
と
は
何
ぞ
」
／
私
の
詩
に
語
る
所
は
い
つ
も

此
の
言
葉
で
あ
る
。
私
は
あ
く
ま
で
も
神
の
実
体
を
追
求マ
マ

す
る
。
私
は
決

し
て
神
を
恐
れ
な
い
。
況
ん
や
か
の
神
秘
主
義
者
や
似
而
非
象
徴
詩
人
の

や
う
に
、
自
己
を
あ
ざ
む
き
神
を
欺
き
、
神
秘
と
い
ふ
言
葉
を
か
り
て
、

体
よ
く
人
間
と
し
て
の
苦
痛
と
義
務
と
を
ご
ま
か
さ
う
と
す
る
や
う
な
態

度
は
、
私
の
最
も
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
間
は
、
神
を
神
秘
と
し
て
恐
れ
る
の
で
は
な
く
そ
の
実
体
を
追
究
す
べ
き

で
あ
り
、
自
分
の
詩
は
常
に
そ
う
し
た
人
間
の
意
志
の
訴
え
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
朔
太
郎
は
、
詩
作
に
、
神
の
実
体
を
追
究
し
、
そ
の
神
秘

を
解
明
す
る
人
間
主
体
の
確
立
を
要
求
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
で
「
似
而

非
象
徴
詩
人
」
と
自
己
を
峻
別
し
て
い
る
。
こ
の
言
説
を
踏
ま
え
る
と
、「
愛

国
詩
論
」
の
、「
概
念
と
説
明
」
で
は
な
い
「
日
本
の
詩
」
の
詩
人
と
し
て
の

自
己
主
張
は
、
対
象
の
実
体
を
表
現
す
る
こ
と
で
客
体
化
す
る
、
表
現
主
体
の

主
張
と
し
て
理
解
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
自
然
の
概
念
を
説
明
」
す
る
神

秘
主
義
の
象
徴
詩
で
は
表
現
対
象
の
自
然
を
客
体
化
し
て
い
な
い
と
批
判
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
表
現
主
体
の
思
想
性
を
、
ま
ず
、
自
然
崇
拝
の
思
想
と
の
関
係
か

ら
考
察
し
た
い
。第
一
節
で
は
、富
士
の
噴
火
を
背
景
に
成
立
し
た
都
美
香
「
富

士
山
記
」
の
富
士
の
情
景
を
取
り
挙
げ
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
自
然
崇
拝
の
思
想

を
も
つ
こ
と
を
整
理
し
、
同
様
の
思
想
が
「
愛
国
詩
論
」
に
も
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
、
自
然
崇
拝
の
思
想
に
お
け
る
神
の
特
徴
を
踏
ま

え
て
お
き
た
い
。
益
田
勝
実
は
、
噴
火
す
る
山
へ
の
伝
統
的
な
信
仰
に
注
目
し

日
本
の
神
信
仰
の
独
自
性
を
考
察
し
た
論
文
「
火
山
列
島
の
思
想
―
―
日
本
的

固
有
神
の
性
格
」
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
の
神
の
特
質
は
、
多
く
の
主
要
な
神
々
に
常
在
性
が
な
い
、
と
言
う

こ
と
だ
ろ
う
。（
中
略
）
神
は
祭
り
の
日
々
に
訪
れ
、
招
ぎ
降
ろ
す
斎
い

の
庭
に
下
り
た
も
う
。（
中
略
）
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
〈
神
の
火
〉
に

よ
る
山
の
神
の
顕
現
は
、
不
可
測
な
る
が
ゆ
え
に
恐
る
べ
き
で
あ
り
、
偶

像
化
や
人
格
化
の
し
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。
神
は
〈
力
〉
と
し
て
感
受
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さ
れ
、
客
体
的
な
〈
像
〉
と
し
て
固
定
し
に
く
か
っ
た
）
22
（

。

　

益
田
が
論
じ
る
「
山
の
神
」
へ
の
信
仰
と
は
、
伝
統
的
な
自
然
崇
拝
の
一
つ

だ
ろ
う
。
そ
し
て
益
田
は
「
山
の
神
」
に
つ
い
て
、
不
可
測
に
顕
現
す
る
力
と

し
て
恐
れ
ら
れ
、
客
体
化
さ
れ
に
く
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
伝
統
的
な

自
然
崇
拝
の
思
想
で
は
、
神
と
し
て
の
自
然
は
、
人
智
の
及
ば
な
い
神
秘
と
し

て
畏
怖
さ
れ
て
、
そ
の
実
体
が
客
体
化
さ
れ
な
い
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　

一
方
、
朔
太
郎
は
一
九
一
七
年
ご
ろ
の
神
秘
主
義
論
争
で
、「
自
然
の
概
念

を
説
明
」
す
る
詩
を
、
神
秘
を
解
明
す
る
意
志
に
欠
け
た
神
秘
主
義
だ
と
批
判

し
て
、
神
の
実
体
を
追
究
す
る
人
間
主
体
の
確
立
を
詩
作
に
要
求
し
た
。「
自

然
の
概
念
を
説
明
」
す
る
詩
を
神
秘
主
義
と
し
て
斥
け
る
の
は
、
自
然
を
神
秘

と
み
な
し
て
、
芸
術
に
お
い
て
、
自
然
を
客
体
と
し
て
そ
の
実
体
を
解
明
す
る

主
体
の
確
立
を
求
め
た
と
い
え
る
。
自
然
を
客
体
化
す
る
人
間
主
体
の
確
立
を

目
指
す
朔
太
郎
の
主
張
は
、
自
然
が
人
間
に
と
っ
て
神
と
し
て
畏
怖
さ
れ
、
そ

の
実
体
が
客
体
化
さ
れ
な
い
と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
信
仰
、
自
然
崇
拝
の
思

想
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
、
近
代
的
思
想
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
朔

太
郎
の
詩
作
は
、
自
然
を
畏
敬
す
る
状
態
を
脱
却
し
た
、
自
然
と
対
立
す
る
人

間
主
体
の
確
立
と
い
う
、
近
代
的
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
秘
主

義
批
判
に
先
行
し
て
一
九
一
四
年
末
ご
ろ
執
筆
さ
れ
た
「
愛
国
詩
論
」
で
は
、

そ
う
し
た
近
代
的
主
体
確
立
の
思
想
に
基
づ
い
て
、
対
象
の
実
体
を
表
現
す
る

主
体
を
主
張
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
愛
国
詩
論
」
に
は
日
本
の
伝
統
的

な
思
想
を
も
つ
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
同
詩
論
の
「
日
本
の
詩
」
の
芸

術
観
は
、
伝
統
的
な
思
想
と
対
立
す
る
思
想
を
も
っ
た
近
代
的
な
芸
術
観
と
い

え
よ
う
。

　

次
に
、
こ
う
し
た
近
代
的
表
現
主
体
を
、
第
二
節
で
考
察
し
た
近
代
象
徴
主

義
と
照
ら
し
た
い
。
厨
川
白
村
は
前
掲
書
で
、
近
代
象
徴
主
義
の
主
体
の
特
徴

を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
に
は
心
的
生
活
の
苦
痛
と
他
方
に
は
肉
的
生
活
の
欲
望
と
、
此
二
つ

の
素
因
が
相
合
し
て
こ
こ
に
出
来
た
の
が
即
ち
所
謂
デ
カ
ダ
ン
の
徒
で
あ

る
。
／
す
べ
て
の
鋭
き
も
の
は
脆
い
、
さ
き
に
第
二
講
の
と
こ
ろ
で
云
つ

た
や
う
な
神
経
過
敏
な
近
代
人
の
感
受
性
は
、
そ
れ
が
剃
刀
の
刃
の
や
う

に
鋭
い
だ
け
に
、
ま
た
甚
だ
脆
い
も
の
で
あ
る
、
折
れ
易
い
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
更
に
努
力
し
て
目
的
や
理
想
に
向
つ
て
勇
往
猛
進
す
る
事
が
出

来
な
い
で
、
所
謂
頽
廃
的
な
、
ど
う
で
も
よ
い
と
云
つ
た
心
持
に
沈
む
で

了
ふ
。
第
四
講
「
近
代
の
思
潮
（
其
二
）」、
三
「
近
代
思
潮
と
文
芸
」、

一
九
〇
頁
。

　
「
神
経
過
敏
な
近
代
人
」
の
特
徴
と
し
て
、
脆
弱
さ
、
頽
廃
性
、
倫
理
の
欠

如
と
い
っ
た
デ
カ
ダ
ン
ス
の
志
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
原
因
は
都

会
文
明
に
あ
る
と
し
て
、「
狂
者
病
人
の
類
は
増
し
、人
が
皆
早
老
に
な
る
の
も
、

み
な
都
会
生
活
か
ら
来
る
疲
労
の
結
果
で
あ
る
。
殊
に
物
質
的
神
秘
の
著
し
い

た
め
、
生
活
状
態
が
益
々
自
然
を
遠
ざ
か
つ
て
人
工
的
に
な
り
、
歩
く
と
こ
ろ

も
電
車
、
少
し
寒
く
て
も
暖
炉
、
と
い
ふ
風
に
し
て
、
身
体
は
お
の
づ
か
ら
天

然
に
対
す
る
抵
抗
力
を
減
じ
て
、delicate

に
な
り
、
少
し
の
事
に
も
健
康
を

損
す
る
や
う
に
な
つ
て
、
神
経
の
み
が
益
々
鋭
敏
に
な
る
」（
第
二
講
「
近
代
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の
生
活
」、
三
「
疲
労
、
及
び
神
経
の
病
的
状
態
」、
五
七
〜
八
頁
）
と
、
過
敏

な
「
神
経
」
の
主
体
は
、「
天
然
に
対
す
る
抵
抗
力
」
に
欠
け
る
と
説
明
し
て

い
る
。

　

本
稿
の
第
二
節
で
分
析
し
た
、『
月
に
吠
え
る
』
の
作
品
「
田
舎
を
恐
る
」
の
、

人
間
が
自
然
を
恐
れ
て
苦
し
む
表
現
に
は
、
明
ら
か
に
「
身
体
は
お
の
ず
か
ら

天
然
に
対
す
る
抵
抗
力
を
減
じ
」
た
、
近
代
象
徴
主
義
の
主
体
の
特
徴
が
認
め

ら
れ
る
。
一
方
、「
愛
国
詩
論
」
の
表
現
主
体
の
主
張
は
、
自
然
の
実
体
を
客

体
化
す
る
人
間
主
体
の
確
立
と
い
う
、
朔
太
郎
の
近
代
的
思
想
を
根
拠
と
し
て

い
る
。
な
ら
ば
「
愛
国
詩
論
」
に
つ
い
て
、
表
現
主
体
と
、
竹
の
根
に
投
影
さ

れ
た
神
経
の
主
体
を
、
対
照
的
な
も
の
と
し
て
、
区
別
し
て
考
察
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
そ
こ
で
、『
月
に
吠
え
る
』
に
関
す
る
朔
太
郎
の
後
年
の
言
説
を
参

照
し
、「
愛
国
詩
論
」
の
表
現
主
体
の
思
想
的
基
盤
を
考
察
す
る
。
朔
太
郎
は

「
烈
風
の
中
に
立
ち
て
」（『
日
本
詩
人
』
第
六
巻
第
四
号
・
一
九
二
六
年
四
月
）

と
い
う
随
筆
で
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
や
ダ
ダ
イ
ズ
ム
を
、『
月
に
吠
え
る
』
の
情

操
を
起
源
と
す
る
思
想
だ
と
述
べ
て
い
る
。

私
の
言
ふ
の
は
ア
ナ
ア
キ
ス
ト
の
一
派
で
あ
り
、
或
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
あ

り
、
或
は
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
思
ふ
に
す
べ
て
此
等
の
思
想
は
、

私
の
第
一
詩
集
「
月
に
吠
え
る
」
の
中
に
そ
の
「
情
操
の
起
原マ
マ

」
を
有
し

て
ゐ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
「
情
操
」
に
つ
い
て
、「
す
べ
て
の
ダ
ダ
イ

ス
ト
や
ニ
ヒ
リ
ス
ト
が
も
つ
て
る
情
操
性
は
、
今
世
紀
に
於
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

文
明
の
下
積
み
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
頽
廃
し
た
、
疲
労
し
た
、
都
会
的
資
本
主

義
の
情
感
性
を
、
病
的
に
ま
で
心
身
に
食
ひ
込
ん
だ
も
の
」
と
論
じ
て
、
都
会

生
活
で
疲
労
し
た
頽
廃
的
な
も
の
と
し
て
、
近
代
象
徴
主
義
の
同
一
の
系
譜
に

位
置
づ
け
て
い
る
。
一
方
、「
僕
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
だ
」（『
詩
神
』
第
三
巻
第
四

号
・
一
九
二
七
年
四
月
、『
詩
論
と
感
想
』﹇
一
九
二
八
年
二
月
、
素
人
社
書
屋
﹈

所
収
）
と
い
う
随
筆
で
は
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
思
想
を
、
倫
理
性
を
ま
っ
た
く
欠

い
た
も
の
と
し
て
批
判
し
、
自
己
の
思
想
を
そ
れ
と
峻
別
し
て
い
る
）
23
（

。

彼
等
は
た
だ
「
破
壊
の
た
め
の
破
壊
」
を
好
み
、「
否
定
の
た
め
の
否
定
」

を
悦
び
、
一
も
精
神
上
の
創
造
意
識
を
有
し
て
居
な
い
。
こ
の
ダ
ダ
に
お

け
る
正
義
感
の
欠
乏
は
、
僕
の
本
質
的
に
嫌
厭
す
る
所
で
あ
る
。（
中
略
）

僕
は
時
々
自
分
を
仕
方
の
な
い
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
や
う
に
考
へ
る
。
け
れ
ど

も
僕
の
性
格
の
第
一
本
質
に
は
、
い
か
に
し
て
も
之
れ
に
不
潔
を
感
ず
る

所
の
一
の
倫
理
的
正
義
感
が
実
在
し
て
ゐ
る
。
僕
は
ど
う
し
て
も
ダ
ダ
で

な
い
。
否
む
し
ろ
ダ
ダ
的
無
責
任
感
を
排
す
る
所
に
、
僕
の
思
想
の
立
脚

地
が
存
す
る
の
だ
。

　

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
、
破
壊
や
否
定
を
好
む
「
ダ
ダ
的
無
責
任
感
」
を
排
す

る
倫
理
意
識
に
立
脚
す
る
と
い
う
、
朔
太
郎
の
思
想
の
根
拠
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。
朔
太
郎
が
、
自
身
の
「
デ
カ
ダ
ン
ス
」
の
気
質
と
「
貴
族
的
精
神
」

の
相
克
を
述
べ
た
随
筆
「
ニ
イ
チ
ェ
に
関
す
る
雑
感
」（『
浪
漫
古
典
』
第
一
巻

第
七
号
・
一
九
三
四
年
九
月
、『
廊
下
と
室
房
』﹇
一
九
三
六
年
五
月
、
第
一
書

房
﹈
所
収
）
に
注
目
し
た
い
。

元
来
、
僕
は
気
質
的
に
デ
カ
ダ
ン
ス
を
傾
向
し
た
人
間
で
あ
る
。（
中
略
）

僕
の
や
う
な
人
間
が
、
も
し
自
然
の
ま
ま
の
傾
向
で
惰
力
し
て
行
つ
た
ら
、
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お
そ
ら
く
辻
潤
や
高
橋
新
吉
の
や
う
な
本
格
的
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
に
な
つ
た

に
ち
が
ひ
な
い
。
そ
れ
が
幸
ひ
（
だ
か
不
幸
だ
か
知
ら
な
い
が
）
一
つ
の

昂
然
た
る
貴
族
的
精
神
に
よ
つ
て
、
今
日
ま
で
埋
没
か
ら
救
は
れ
て
る
の

は
、
ひ
と
へ
に
全
く
ニ
イ
チ
ェ
か
ら
学
ん
だ
訓
育
の
為
で
あ
る
。

　

自
身
の
デ
カ
ダ
ン
ス
の
傾
向
を
、「
本
格
的
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
」
と
通
じ
る
と

認
め
る
一
方
で
、
自
身
と
ダ
ダ
イ
ズ
ム
を
区
別
す
る
根
拠
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ

に
由
来
す
る
「
貴
族
的
精
神
」
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
朔
太
郎
は
、
デ
カ

ダ
ン
ス
を
特
徴
と
す
る
近
代
象
徴
主
義
の
主
体
の
あ
り
か
た
を
克
服
す
る
思
想

を
、
ニ
ー
チ
ェ
に
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

朔
太
郎
が
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
に
触
れ
た
こ
と
が
最
も
早
く
確
認
で
き
る
の
は
、

一
九
一
二
年
六
月
四
日
付
の
萩
原
栄
次
宛
書
簡
の
、「
此
頃
に
な
つ
て
私
を
一

層
驚
か
し
た
者
は
ニ
イ
チ
エ
の
ヅ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
で
あ
る
、（
中
略
）
自
個

の
発
展
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
万
物
を
犠
牲
に
供
し
て
も
か
ま
は
な
い
、
自

我
あ
つ
て
他
人
な
し
。」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
朔
太
郎
は
一
九
一
二
年
に
生

田
長
江
訳
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』（
一
九
一
一
年
一
月
、
新
潮
社
）
を
読
み
、

自
我
の
権
威
の
主
張
と
し
て
理
解
し
て
い
る
）
24
（

。
同
書
簡
に
は
「
私
が
高
山
博
士

の
清
盛
論
を
初
め
て
見
た
時
に
は
涙
が
出
る
程
嬉
し
か
つ
た
」
と
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
山
樗
牛
が
ニ
ー
チ
ェ
に
接
し
て
個
人
主
義
に
転
換
し
美
的
生
活
論
を

唱
え
、「
平
家
雑
感
」（『
太
陽
』
第
七
巻
第
四
号
・
一
九
〇
一
年
四
月
）
で
「
飽

く
ま
で
我
意
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
へ
る
」
と
平
清
盛
を
礼
賛
し
た
の
と
同
様
）
25
（

、
朔

太
郎
は
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
と
接
触
し
、
自
我
を
絶
対
化
す
る
個
人
主
義
を
確
立

し
た
と
い
え
る
。
そ
の
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
を
、
後
年
、
近
代
象
徴
主
義
の
デ
カ

ダ
ン
ス
を
克
服
す
る
「
貴
族
的
精
神
」
の
根
拠
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
。
な

ら
ば
「
愛
国
詩
論
」
の
、
震
え
る
竹
の
根
に
投
影
さ
れ
た
近
代
象
徴
主
義
の
主

体
と
区
別
さ
れ
る
、
表
現
主
体
の
主
張
は
、
ニ
ー
チ
ェ
に
学
ん
だ
個
人
主
義
に

根
拠
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

自
我
の
権
威
と
し
て
の
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

例
え
ば
大
杉
栄
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
思
想
に
つ
い
て
、
大
沢
正
道
は
「
ベ
ル
グ

ソ
ン
の
「
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
」、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
権
力
意
志
」
は
、
大
杉

に
よ
っ
て
「
征
服
の
事
実
」
に
対
す
る
「
叛
逆
の
精
神
」「
叛
逆
の
行
動
」
に

転
化
さ
せ
ら
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
26
（

。
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
は
、
既
成
の
道
徳

や
秩
序
を
破
壊
し
乱
調
の
美
を
主
張
す
る
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
思
想
の
根
拠
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
朔
太
郎
は
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
や
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
思
想

を
、
倫
理
感
に
欠
け
た
病
的
な
デ
カ
ダ
ン
ス
だ
と
し
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
主

体
の
確
立
を
志
向
し
た
の
で
あ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
に
学
ん
だ
個
人
主
義
は
、
む
し

ろ
デ
カ
ダ
ン
ス
を
乗
り
越
え
る
倫
理
的
主
体
の
根
拠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ

の
個
人
主
義
が
、「
愛
国
詩
論
」
で
は
、
繊
弱
な
竹
の
根
と
対
照
的
な
、
表
現

主
体
と
し
て
の
自
己
主
張
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
新
人
萩
原
朔
太

郎
氏
」
と
個
人
名
を
誇
示
す
る
と
こ
ろ
に
、
個
我
意
識
の
強
さ
を
指
摘
で
き
よ

う
。

お
わ
り
に

　
「
愛
国
詩
論
」
の
芸
術
観
は
、
自
然
を
客
体
化
す
る
人
間
主
体
の
確
立
と
い



1067（278）

う
思
想
に
基
づ
き
、
対
象
の
実
体
を
表
現
す
る
主
体
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
同
詩
論
に
含
ま
れ
る
白
秋
由
来
の
伝
統
的
な
自
然
崇
拝
の
思
想

を
否
定
す
る
、
近
代
的
思
想
を
も
つ
芸
術
観
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
同
詩
論
の

繊
弱
な
竹
の
根
の
描
写
は
、
近
代
象
徴
主
義
を
反
映
し
た
過
敏
な
感
覚
と
感
情

の
主
体
の
表
現
と
し
て
理
解
で
き
る
。
だ
が
神
経
過
敏
な
近
代
象
徴
主
義
の
主

体
に
は
、
自
然
に
対
す
る
抵
抗
力
を
も
た
な
い
脆
弱
さ
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

な
ら
ば
、
朔
太
郎
が
自
然
を
客
体
化
す
る
近
代
的
主
体
を
主
張
し
た
根
拠
は
、

近
代
象
徴
主
義
の
摂
取
と
は
別
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
朔
太
郎
の
後

年
の
発
言
を
参
照
す
る
と
、
ニ
ー
チ
ェ
に
学
ん
で
、
近
代
象
徴
主
義
的
な
デ
カ

ダ
ン
ス
を
克
服
す
る
倫
理
的
主
体
と
し
て
の
自
己
確
立
を
志
向
し
た
と
述
べ
て
、

自
身
の
思
想
を
説
明
し
て
い
る
。
後
年
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
、
デ
カ
ダ
ン
ス

の
気
質
と
、
そ
れ
を
斥
け
る
倫
理
意
識
と
い
う
問
題
を
、「
愛
国
詩
論
」
の
芸

術
観
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
愛
国
詩
論
」
で
は
、
竹
の
根
に
喩
え
ら
れ
た

過
敏
な
神
経
と
は
対
照
的
な
も
の
と
し
て
、
表
現
主
体
が
主
張
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
朔
太
郎
は
芸
術
に
、
近
代
象
徴
主
義
の
脆

弱
で
頽
廃
し
た
感
覚
と
感
情
の
主
体
と
は
区
別
し
て
、
む
し
ろ
そ
れ
と
対
照
的

な
倫
理
的
主
体
と
し
て
、
対
象
の
実
体
を
表
現
す
る
主
体
の
確
立
を
要
求
し
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
朔
太
郎
の
近
代
的
芸
術
観
の
内
実
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
芸
術
観
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
に
涵
養
さ
れ
た
朔
太
郎
の
個
人
主
義
が
、

詩
の
思
想
と
し
て
結
実
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
愛
国
詩
論
」
は
、
先
行
研
究
で
は
実
作
や
詩
論
全
体
の
考
察
に
お
い
て
参

照
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
自
体
の
意
義
は
十
分
考
察
さ
れ
ず
、
ま
た
は
伝

統
主
義
的
な
記
述
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
点
か
ら
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
本
稿
で
は
、
ま
ず
「
愛
国
詩
論
」
の
伝
統
主
義
の
内
実
を
、
伝
統
的
な
自

然
崇
拝
の
思
想
と
し
て
考
証
し
た
上
で
、
朔
太
郎
が
一
九
一
六
〜
八
年
の
神
秘

主
義
論
争
で
、
自
然
崇
拝
の
思
想
と
対
立
す
る
近
代
的
思
想
を
自
身
の
詩
の
根

拠
と
し
て
主
張
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
「
愛
国
詩
論
」
の
芸
術
観
を
、

伝
統
的
思
想
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
近
代
的
芸
術
観
と
し
て
考
察
し

た
。
ま
た
、
朔
太
郎
が
デ
カ
ダ
ン
ス
を
特
徴
と
す
る
近
代
象
徴
主
義
と
接
触
し
、

自
身
の
芸
術
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
を
、
阿
毛
前
掲
論
な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
。

だ
が
朔
太
郎
が
後
年
、
デ
カ
ダ
ン
ス
を
斥
け
る
倫
理
意
識
を
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
学

ん
で
自
己
の
思
想
を
形
成
し
た
と
述
べ
た
点
を
考
慮
し
、「
愛
国
詩
論
」
の
表

現
主
体
の
主
張
を
、
ニ
ー
チ
ェ
由
来
の
朔
太
郎
の
個
人
主
義
に
お
け
る
倫
理
意

識
の
表
れ
と
し
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
こ
の
詩
論
の
、
近
代
象
徴
主
義
を
反
映

し
た
竹
の
根
の
描
写
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
個
人
主
義
に
基
づ
く
表
現
主
体

の
主
張
こ
そ
が
、
近
代
的
思
想
に
立
脚
す
る
朔
太
郎
の
芸
術
観
の
特
徴
だ
と
論

じ
た
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
伝
統
主
義
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
と
対
立
す
る
思
想

を
も
つ
芸
術
観
を
提
示
し
た
詩
論
と
し
て
、「
愛
国
詩
論
」
の
意
義
を
捉
え
直

す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
愛
国
詩
論
」
の
検
討
か
ら
、
朔
太
郎
の
芸
術
観
は
、

近
代
象
徴
主
義
の
反
映
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

非
常
に
重
要
な
観
点
と
し
て
、
近
代
象
徴
主
義
の
主
体
と
は
異
な
る
倫
理
的
主

体
と
、
そ
の
思
想
的
根
拠
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
に
由
来
す
る
個
人
主
義

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
愛
国
詩
論
」
は
、
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『
月
に
吠
え
る
』
の
作
品
制
作
か
ら
詩
集
刊
行
前
後
に
お
け
る
朔
太
郎
の
芸
術

観
を
考
察
す
る
た
め
に
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
詩
論
と
い
え
よ
う
。

注

（
1
）　

高
橋
元
吉
が
「「
月
に
吠
え
る
」
を
二
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
私
は

思
ひ
ま
す
」（「「
さ
び
し
い
人
格
」
以
後
」『
感
情
』
第
二
巻
第
五
号
・
一
九
一
七
年
五

月
）
と
作
風
の
相
違
を
指
摘
し
て
以
来
、
一
九
一
五
年
六
月
〜
翌
年
四
月
の
詩
作
中
断

期
を
境
に
、
詩
集
の
作
品
を
前
後
期
に
区
分
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

（
2
）　

渋
谷
国
忠
が
、『
果
樹
園
』
の
連
載
（
第
八
八
〜
九
九
号
、
一
〇
一
〜
三
号
・
一
九

六
三
年
六
〜
一
二
月
、
一
九
六
四
年
五
、
七
〜
九
月
、
筆
名
・
竹
越
三
男
）
で
、「
浄

罪
詩
篇
ノ
オ
ト
」
と
題
し
て
、
初
め
て
二
冊
の
全
内
容
を
紹
介
し
た
。
久
保
忠
夫
が
「
愛

国
詩
論
」
は
、「「
竹
Ｂ
」
の
制
作
さ
れ
た
時
期
を
そ
う
と
お
ざ
か
ら
な
い
こ
ろ
に
書
か

れ
た
も
の
と
思
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。「『
月
に
吠
え
る
』
の
詩
「
竹
」」『
東
北
学
院

大
学
論
集
〈
一
般
教
育
〉』
第
三
七
号
・
一
九
六
〇
年
九
月
。
久
保
『
萩
原
朔
太
郎
論
・

上
』
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
六
月
、
三
五
五
頁
。
な
お
、
久
保
の
い
う
「
竹
Ｂ
」
と
は
、

詩
集
の
「
竹
」
二
篇
の
う
ち
、
初
出
時
「
大
正
四
年
元
旦
」
と
付
記
さ
れ
た
一
篇
を
指

す
。

（
3
）　

久
保
忠
夫
注（
2
）に
同
じ
、
三
六
二
、
三
五
九
頁
。

（
4
）　

安
藤
靖
彦
「『
月
に
吠
え
る
』
の
地
脈
―
―
「
感
傷
詩
論
」
な
ど
と
の
か
か
わ
り
で

―
―
」『
説
林
』
第
二
八
号
・
一
九
八
〇
年
一
月
、『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
二
四　

萩
原
朔
太
郎
―
―
感
情
の
詩
学
―
―
』
一
九
八
八
年
六
月
、
有
精
堂
、
五
六
、
六
二
頁
。

（
5
）　

木
股
知
史
「
詩
画
集
と
し
て
の
『
月
に
吠
え
る
』」『
画
文
共
鳴
―
―
『
み
だ
れ
髪
』

か
ら
『
月
に
吠
え
る
』
へ
―
―
』
二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
岩
波
書
店
、
二
六
三
〜
三
二

三
頁
。

（
6
）　

坪
井
秀
人
「「
愛
国
詩
論
」
を
め
ぐ
る
ノ
ー
ト
」『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
第
六

一
号
・
一
九
八
七
年
十
二
月
。
坪
井
『
萩
原
朔
太
郎
論
―
《
詩
》
を
ひ
ら
く
』
和
泉
書

院
、
一
九
八
九
年
四
月
、
七
〇
頁
。

（
7
）　

坪
井
注（
6
）に
同
じ
、
六
九
頁
。

（
8
）　

久
保
忠
夫
「
大
正
初
期
の
詩
壇
」
注（
2
）久
保
同
書
、
三
〇
一
〜
二
頁
。

（
9
）　

渋
谷
国
忠
「
浄
罪
詩
篇
論
―
『
月
に
吠
え
る
』
本
質
形
成
期
の
研
究
」
第
二
次
『
詩

世
紀
』
第
一
〜
七
号
・
一
九
六
〇
年
十
一
月
〜
六
二
年
三
月
、
筆
名
・
竹
越
三
男
。
渋

谷
『
萩
原
朔
太
郎
論
』
一
九
七
一
年
四
月
、
思
潮
社
。
安
藤
靖
彦
注（
4
）に
同
じ
、
五

九
頁
。

（
10
）　

注（
2
）の
ノ
ー
ト
紹
介
の
連
載
の
、『
果
樹
園
』
第
一
〇
一
号
（
一
九
六
四
年
七
月
）

の
回
に
お
け
る
渋
谷
国
忠
（
筆
名
・
竹
越
三
男
）
の
注
釈
。

（
11
）　
『
白
金
之
独
楽
』
の
引
用
は
す
べ
て
『
白
金
之
独
楽
』（
一
九
一
四
年
十
二
月
、
金
尾

文
淵
堂
）
に
拠
る
。

（
12
）　

坪
井
秀
人
注（
6
）に
同
じ
、
六
二
、
六
六
頁
。

（
13
）　
「
富
士
山
記
」
の
引
用
は
小
島
憲
之
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九　

懐
風
藻
・

文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粋
』（
一
九
六
四
年
六
月
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
14
）　

引
用
は
「
日
本
紀
略
前
篇
十
三　

桓
武
天
皇
」
黒
板
勝
美
編
『
国
史
大
系
10　

日
本

紀
略
・
前
篇
』
一
九
六
五
年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
、
二
七
七
頁
。

（
15
）　

柳
田
國
男
「
昔
話
と
文
学
」『
柳
田
國
男
全
集
第
九
巻
』
一
九
九
八
年
六
月
、
筑
摩

書
房
、
二
五
五
〜
六
頁
。

（
16
）　

宮
田
登
『
正
月
と
ハ
レ
の
日
の
民
俗
学
』
一
九
九
七
年
四
月
、
大
和
書
房
、
一
二
四

頁
。

（
17
）　

宮
田
登
『
日
本
人
と
宗
教
』
一
九
九
九
年
一
月
、
岩
波
書
店
、
一
一
四
頁
。

（
18
）　

河
村
政
敏
「
白
秋
の
自
然
観
―
―
そ
の
展
開
の
素
描
―
―
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑

賞
』
第
五
〇
巻
第
十
三
号
・
一
九
八
五
年
十
二
月

（
19
）　

阿
毛
久
芳
「『
月
に
吠
え
る
』
形
成
の
一
側
面
―
―
表
現
の
場
に
お
け
る
自
我
意
識

の
在
所
―
―
」『
日
本
文
学
』
第
三
五
号
・
一
九
八
六
年
十
月
。『
日
本
文
学
研
究
大
成
・

萩
原
朔
太
郎
』
一
九
九
四
年
五
月
、
国
書
刊
行
会
、
一
七
九
頁
。

（
20
）　
『
近
代
文
学
十
講
』
の
引
用
は
す
べ
て
厨
川
白
村
『
近
代
文
学
十
講
』（
一
九
一
二
年

三
月
、
大
日
本
図
書
）
に
拠
る
。

（
21
）　

久
保
忠
夫
注（
8
）に
同
じ
、
三
〇
三
頁
。
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（
22
）　

益
田
勝
実
「
火
山
列
島
の
思
想
―
―
日
本
的
固
有
神
の
性
格
」『
火
山
列
島
の
思
想
』

二
〇
一
五
年
十
一
月
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
六
九
〜
七
〇
頁
。

（
23
）　

木
村
幸
雄
「
萩
原
朔
太
郎
と
中
野
重
治
」（『
中
野
重
治
論
―
―
詩
と
評
論
―
―
』
一

九
七
九
年
六
月
、
桜
楓
社
、
四
一
〜
八
三
頁
）
は
、
朔
太
郎
が
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
の
類

縁
性
を
認
め
る
と
同
時
に
差
異
性
も
主
張
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
24
）　

久
保
忠
夫
「
朔
太
郎
と
ニ
イ
チ
エ
―
―
生
田
長
江
訳
ニ
イ
チ
エ
全
集
の
影
響
に
つ
い

て
―
―
」（『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
六
一
年
一
月
。

久
保
『
萩
原
朔
太
郎
論
・
下
』、
九
四
五
〜
九
六
一
頁
）
は
、
萩
原
栄
次
宛
書
簡
の
「
ヅ

ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
」
は
生
田
長
江
訳
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』（
一
九
一
一
年
一
月
、

新
潮
社
）
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。ま
た
中
島
国
彦
が
、「
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
か
ら
は
、「
自

我
あ
つ
て
他
人
な
し
」
と
い
う
思
想
を
吹
き
込
ま
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
解
説
：

大
正
文
学
出
発
期
の
時
代
精
神
」
中
島
国
彦
編
『
編
年
体
大
正
文
学
全
集
第
一
巻
』
二

〇
〇
〇
年
五
月
、
ゆ
ま
に
書
房
、
六
二
一
頁
）。

（
25
）　

引
用
は
高
山
樗
牛
「
平
家
雑
感
」『
現
代
日
本
文
学
全
集
59　

高
山
樗
牛
・
島
村
抱

月
・
片
上
伸
・
生
田
長
江
集
』
一
九
五
八
年
六
月
、
筑
摩
書
房
、
六
八
頁
。

（
26
）　

大
沢
正
道
『
大
杉
栄
研
究
』
一
九
七
一
年
七
月
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
七
〇
頁

※
「
愛
国
詩
論
」
の
引
用
は
『
萩
原
朔
太
郎
全
集
第
十
二
巻
』（
一
九
七
七
年
十
月
、
筑

摩
書
房
）
に
拠
る
。
他
の
朔
太
郎
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
初
出
に
拠
っ
た
が
、
初
出

を
直
接
確
認
で
き
な
い
も
の
お
よ
び
書
簡
は
『
萩
原
朔
太
郎
全
集
』
全
十
五
巻
・
補
巻

（
一
九
七
五
年
五
月
〜
八
九
年
二
月
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
、
原
則

と
し
て
ル
ビ
を
省
略
し
旧
漢
字
は
新
字
に
改
め
た
。
引
用
中
の
「
／
」
は
改
行
を
、「
／

／
」
は
一
行
空
き
を
示
す
。

※
澤
正
宏
先
生
に
は
、
朔
太
郎
の
詩
業
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝

し
ま
す
。


